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　　1 : 50,000 地質図幅

　　説　　　明　　　書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （昭和 29 年稿）

呼　　  　子
（福岡―第 49 号）

　本図幅地域の地質調査は昭和 27 年 2 月から 3 月にわたって行われ，小林・今井が第

三紀層の分布地域を担当し，松井が花崗閃緑岩および玄武岩の分布地域を担当した。

なお化石の鑑定は水野篤行が，鉱物の記載は砂川一郎がそれぞれ行った。

I.   地　　    形

　本図幅の地域は九州北西部に位置し，北方に突出した東松浦半島の先端部をなし

て，玄海灘にのぞんでいる。

　本地域には全般に広く玄武岩が分布して，やゝ開析された熔岩台地をなしている。

台地の表面はほゞ平坦で，ゆるやかな起伏をもって北西方へ徐々に低くなっている。

台地は湊町 尾
おがしら

頭 附近・打上村菖蒲附近でもっとも高く，標高 190m 内外であるが，北

西海岸の値
ち が

賀崎・串崎・波
はとみさき

止岬・ツイタ鼻等では，海水準より数 m の高さとなってい

る。

　玄武岩熔岩の下位には，おもに南東域に花崗閃緑岩が，北西域に第三紀層が分布し

ている。玄武岩熔岩とこれらの基盤岩類との境面は，ところにより起伏を示すが，一

般にほゞ平坦で，台地の表面に平行して北西方に低くなっており，玄武岩流出以前に

準平原化作用が行われたことを示している。

　開析された台地の周縁の斜面は，堅硬な玄武岩が露出する部分では，高さ 10 m 内

外の急な崖をなし，風化に弱い第三紀層および花崗閃緑岩の部分では，緩やかな斜面

をなしている。

　海岸地形は，呼子町尾ノ下鼻附近を境として，その東側と西側とで著しく異なる。

すなわち東側では海岸線が弧状をなして連なり，随所に砂浜があり，湊町湊部落附近

および相
おーが

賀附近には砂丘が発達していて，なおその近くにはそれぞれ陸繋島がある。



また神
かしわ

集島の北西端には砂洲が発達して，海中に突出している。これに反して尾ノ下

鼻から西側では，名護屋浦・外
ほかわつ

津浦等の溺谷状の狭長な彎が多く，その間の部分は岬

となって細長く海中に突出しており，岬の先端部は 10 ～20 m の玄武岩の絶壁をなし

ていて，東側のような単調な海岸地形はみられない。

　本図幅地域内の島嶼は，加部島・鷹島をのぞいてはほとんど玄武岩類のみからなり，

島の周囲は急峻な崖をなしており，馬渡島の西端ではこの崖の高さが 200 m に及ん

でいる。加
か べ

部島・加
かから

唐島・松島では，最も高いところは標高 100 ～130 m で，いずれも

北西方へ向かって低くなっており，本土側にみられる台地の形態をとゞめている。こ

れに対して小川島では，最も高いところが標高 60m，平均して 20 ～40m の開析され

た低い台地をなしている。また馬
ま

渡
だら

島では番所ノ辻で 230 m，八ノ尾ノ辻で 160 m の

標高を示し，ともにやゝ円錐状の地形をなしていて，台地の形態をとゞめていない。

II.   地　　　質

II. 1    概　　説

　本図幅地域には花崗閃緑岩・第三系・玄武岩および第四系が分布する。

　花崗閃緑岩は北九州の背振山地を中心に，広く分布する花崗岩体の北西端を占める

もので，北九州の花崗岩のうち，比較的初期に迸入した糸島型花崗閃緑岩の一部であ

る。第三系はこの花崗岩体および三群変成岩類を基盤として，相知・杵島・佐世保の

各層群を堆積せしめた盆地の北縁に位するものである。図幅地域の第三系の大部分は

佐世保層群に対比され，その時代は中新世と考えられる。南接の唐津図幅地内では，

花崗閃緑岩と第三系との境界線は NW‒SE 方向の断層で示され，第三系はこの境界線

に斜交する走向をもって，下位の相知層群から佐世保層群まで堆積している。しかし

本図幅地域に入ると，花崗閃緑岩と第三系との境界線は NE‒SW 方向に曲り，ほゞこ

れと同方向の走向をもって，主として佐世保層群が堆積し，基盤の花崗閃緑岩を直接

不整合に覆っている所もある。このような両地域の各層群の分布と基盤との関係は，

杵島層群堆積の末期，あるいは佐世保層群堆積の初期における海域の変化を物語って

いるものと思われる。第三系は上記のように大局的には NE‒SW 方向の走向で，北西

   2



第 1 図　第三系模式構造図

方に傾斜するが，詳しくは湊町西方において NNE‒SSW の走向が，名護屋部落およ

びその南域ではほゞ E‒W に変わり，さらに値賀村附近でふたたび NNE‒SSW とな

って，ゆるい波状構造を示している（第 1 図）。第三系の堆積が行われた後に，東域か

ら西域へ向って徐々に陸化し，その縁辺に洪積層が堆積した。この間に準平原化が進

んで，やがてその平坦面上に北九州に広範な分布を占める玄武岩熔岩の流出が起っ

た。玄武岩は熔岩台地を形成しているが，この台地は唐津図幅地内で見られる台地ほ

ど平坦ではなく，馬渡島では，玄武岩が円錐形の火山地形をとゞめているのではない

かと思われる。これらの玄武岩類は，北九州の玄武岩類の北端を占めるものである。

II. 2   花  崗  閃  緑  岩  類

　花崗閃緑岩類は打上村河内附近および湊町の小区域に分布し，第三紀層および玄武

岩熔岩に覆われている。本岩類はおもに粗粒の花崗閃緑岩で，この岩体の一部には片

状を示す角閃石黒雲母花崗閃緑岩があり，河内および相賀附近に露出している。これ

には緑泥石・緑簾石脈やアプライト脈が多く含まれている。このほかの部分では，唐

津地内の花崗閃緑岩に較べてはなはだ少ない。また湊町中学校裏には花崗斑岩が見ら

れる。これらの花崗閃緑岩の関係は漸移するものと思われるが，全域にわたって著し
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く深層風化して，砂状となっていることが多いために，判然としない。

　角閃石黒雲母花崗閃緑岩

　主成分鉱物・斜長石・石英・加里長石・黒雲母・角閃石

　副成分鉱物・燐灰石・磁鉄鉱・榍石

　粗粒完晶質で花崗岩組織を示す。斜長石はほゞ灰曹長石に属し，卓状をなし，清透

である。累帯構造はほとんどない。石英は主として斜長石の間𨻶を充塡し，なかには

著しい波動消光を示すものがある。黒雲母は少量で，板状を呈し，時として緑泥石化

されている。角閃石は緑色角閃石で柱状を示し，燐灰石を包有することがある。

　片状黒雲母角閃石花崗閃緑岩

　本岩は粗粒ないし中粒で，完晶質であり，花崗岩組織を示し，著しい片状を示す。

角閃石・黒雲母はほとんど同量に含まれ，長石は褐色を帯びているものが多い。副成

分鉱物として，長さ数 mm の榍石が多量に含まれている。

　鏡下に検すると，斜長石・加里長石・石英からなり，少量の燐灰石・ジルコンおよ

び磁鉄鉱等を副成分鉱物として含む。斜長石の成分は灰曹長石程度で，累帯構造はほ

とんどなく，アルバイト・カールスバッド双晶を示すものが多く，まれに柱状の結晶

が曲析されていることがある。加里長石は鉱物の間𨻶を充塡し，概して清透である。

石英は不規則な間𨻶充塡形状を示し，微細な塵埃状包有物に富み，稀に軽度の波動消

光を示すものがある。

　角閃石は緑色角閃石で，燐灰石や微細な黒雲母・榍石等を包有する。黒雲母は褐色

ないし淡褐色の多色性を示し，板状を呈し，小粒状の燐灰石を包有することがある。

榍石は本岩相には特に多く含まれており，黒雲母・角閃石等と共生していることがあ

る。

　花崗斑岩

　斑状組織を示す。斑晶は石英・斜長石・黒雲母からなる。斜長石は柱状，自形を呈

し，累帯講造を示し，微細な包有物で汚濁されているものもある。石英は清透で円味

を帯び，まれに融蝕されていて，大きさは 8 ～ 13mm 程度である。黒雲母は新鮮なも

のでは褐色を示すが，多くは著しく緑泥石化されている。石基は完晶質で，微細な石

英・長石の集合からなり，間隙にミルメカイトが多く生成している。副成分鉱物とし

ては，石基中に混在しまたは斑晶中に包有されて，燐灰石・磁鉄鉱が認められる。こ
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のほかに緑簾石も少量含まれている。

II.  3    第　  三　  系

　第三系は主として砂岩と泥岩の互層からなり，花崗閃緑岩類を不整合に覆い，玄武

岩熔岩に覆われている。また一部では，玄武岩の下位に堆積している洪積層によって

覆われている。岩相により，第三系を下部から淡緑色砂岩層・下部砂岩泥岩互層・中

部砂岩泥岩互層・上部砂岩泥岩互層に区分する。淡緑色砂岩層を除いた各層の境は，

互に漸移関係にある。淡緑色砂岩層とこれら各層との直接の関係は不明である。最下

部の淡緑色砂岩層中には海棲貝化石を含み，下部砂岩泥岩互層中には薄い炭層およ

び貝化石を，中部砂岩泥岩互層中には炭質頁岩を，上部砂岩泥岩互層中には凝灰岩お

よび炭質頁岩を挾む特徴がある。図幅地域外の佐世保層群との層序の対比について

は，本地域における岩相がほとんど一様な砂岩と泥岩との互層であること，炭層が一

般に薄く，ことに上部に含まれるものは炭質頁岩になっていて，佐世保炭田特有の炭

層註 1）が認められないこと，佐世保炭田において一様に連続して発達する特有の凝灰

角礫岩註 2）が認められないこと，化石がほとんど発見されなかったこと等から，きわ

めて困難である。たゞ隣接唐津図幅地内のものとの関係から，淡緑色砂岩層をのぞい

た各層は佐世保層群に相当し，上部砂岩泥岩互層の下部は，佐世保炭田における柚木

層に対比されるものではないかと思われる。したがって淡緑色砂岩層以外の各層はほ

ぼ中新世のものと推定してさしつかえないと思う。註 3）

    II. 3.  1   淡緑色砂岩層

　本層は日坂鼻・尾頭附近に僅かに露出している。

　日坂鼻では花崗閃緑岩を不整合に覆っており，基底には厚さ 1.5 m の礫岩が発達

し，その上は中粒ないし粗粒の塊状砂岩からなる。基底礫岩中の礫は珪質岩・粘板岩

　 註 1）大瀬五尺（大鶴二尺）・松浦三尺・砂磐等の炭層で，いずれも炭層の “ かざり ” 自体が特徴をなしてい
　              る。
　 註 2）佐世保層群の相浦層・中里層・柚木層・福井層等には，それぞれ特徴ある凝灰角礫岩層があって，よ
　              い鍵層となっている。
　 註 3）文献 14
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等からなり，直径 2cm 以下で，円礫状ないし亜角礫状を呈する。砂岩は全般に淡緑

色を呈し，礫質で，

   6

第 2 図　 模　式　柱　状　図
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           Crassatellites  yabei  NAGAO, Venericardia sp.

を含み，石垣石として採取される。この砂岩は岩質上唐津南西域における杵島層群中

の行合野砂岩に非常によく似ている。

　尾頭北方でも花崗閃緑岩との不整合関係が認められる。こゝでは基底礫岩は発達せ

ず，基底近くでは，砂岩中に花崗岩質岩石の礫（直径 4 cm 内外の亜円礫）をまばらに

含んでいるに過ぎない。この砂岩は中粒ないし粗粒で炭質物に富み，

　        Chlamys  ashiyaensis  NAGAO,  Chlamys  denselineatus  NAGAO

等を産する。

　このように本層は露頭がきわめて僅かなうえ，他の第三紀層と分離して散在してい

るため，詳細な層序関係はわからないが，岩質上と化石上とから，本地域の第三紀層

の最下部をなしているものとして一括する。

　本層の厚さは露出する範囲内では，20 m 内外である。

　II. 3.  2   下部砂岩泥岩互層

　本層は名護屋村野元・打上村中平・湊町湊部落附近・神集島に分布する。本層と下

位の淡緑色砂岩層との直接の関係は，分布が限られているために明らかでない。打上

村中平では，本層が花崗閃緑岩の上に直接不整合にのっている。

　本層は砂岩と泥岩との互層からなり，炭層を挾む。互層の厚さは泥岩が 5 m 以下

であるのに対して，砂岩は 10 m 内外で，とくに神集島では砂岩の厚さが 20 m 内外

に達する。砂岩は一般に中粒ないし粗粒で，灰白色を呈し，アルコーズである。泥岩

は暗灰色ないし青灰色で，細粒砂岩とこまかな互層をなすことが多く，炭層を挾むこ

とがある。炭層はいずれも厚さ 15cm 以下であることが多く，神集島の部落南方で小

規模に稼行されているにすぎない。

　中平附近，女瀬ノ鼻―立神岩間の海岸，神集島の部落南西方の海岸で，本層から

保存の悪い貝化石を産する。女瀬ノ鼻―立神岩間では Ostrea sp. を，神集島では

Ostrea  sp. Glycmeris? sp. を産した。本層の厚さは中平附近で 200 m 内外，神集島

では 300 m を超える。
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    II.  3.  3    中部砂岩泥岩互層

　本層は値賀村・野元・潟川附近および呼子町―湊町間の海岸に分布し，下位の下部

砂岩泥岩互層から漸移している。全般に砂岩と泥岩との互層からなるが，下半部は上

半部に較べて細互層である。すなわち，下半部は黄白色細粒砂岩・灰緑色シルト岩お

よび暗灰色泥岩の 0.5 ～1m ごとの互層からなり，全般に泥岩に富んでいる。細粒砂

岩中には細粒の炭質物が縞状をなしていることが多い。上半部は主として砂岩と泥岩

の 4 ～5 m ごとの互層からなる。砂岩は細粒ないし中粒で，灰白色を呈し，細粒のも

のは層理が発達して薄板状をなし，中粒のものは塊状で崖をなして露出することが多

い。泥岩は暗灰色ないし黒色を呈し，細片に剝離し易い特徴がある。本層中部の泥岩

中には炭質頁岩の 5 ～10 cm の薄層を挾むことが多く，値賀河内・野元・赤松附近で

認められる。本層の厚さは名護屋浦附近で約 700 m，湊町北西方の海岸では 1,000m

を超えるが，この地域では露出がきわめて僅かなために，正確な厚さを求めることは

困難である。

　II.  3.  4   上部砂岩泥岩互層

　本層は主として呼子・名護屋・加部島附近に露出し，値賀村附近では海岸に沿って

玄武岩熔岩の下に，僅かに露出しているに過ぎない。本層は下位の中部砂岩泥岩互層

から漸移し，砂岩と泥岩の 4 ～5 m ごとの互層からなる。岩質は中部砂岩泥岩互層の

上半部のものとほとんど変わらない。本層の最下部には砂岩中に厚さ 30 cm 内外の礫

岩層が発達している。その礫はある場合には砂岩中に散在し，ある場合には密集して礫

岩層をなしていて，単層としては必ずしも連続しない。礫は直径 1 cm 内外で，比較

的よく円磨されており，粘板岩・珪質岩等が多い。また本層の下部には，凝灰角礫岩

と炭質頁岩とがよく発達している。凝灰角礫岩は石英安山岩質で，暗灰色ないし暗緑

色を呈するが，風化すると特徴ある黄白色を呈する。厚さは 15 ～20 cm で，4 ～5 枚

認められる。この凝灰角礫岩は，隣接唐津図幅地内の鷹島・入野地区に発達する凝灰

角礫岩註 4）と岩質上全く同様である。炭質頁岩はいずれも厚さ 20 cm 以下で，連続性

がない。

　註 4）唐津図幅地内では，この凝灰角礫岩は厚さ 2 m 内外で，佐世保層群の柚木層中部に発達する。



　

　本層の上限は玄武岩に覆われているために不明であるが，認められる範囲での層厚

は 600 m を超える。

　II.  3.  5   層序未定層

　打上村丸野附近に小範囲に砂岩層が分布する。これは風化して黄白色を呈する細粒

砂岩からなり，不規則に粗粒砂岩が混入している。炭質物および Cardium  sp.  その

他の貝化石の破片を含んでいて，尾頭・日坂鼻に露出する淡緑色砂岩に似ているが，

分布が限られているために，詳細な関係はわからない。分布上この砂岩層は，基盤の

花崗閃緑岩とは不整合関係にあるものと思われる。

　また馬渡島の塩屋ノ浦より南方の峠に登る途中に，泥岩層が小範囲に分布する。本

層は馬渡島を広く覆う粗面安山岩中に露出しており，一見これらの火山岩の貫入時に

捕獲されてきたように思われるが，露出が悪いために詳細な関係はわからない。この

泥岩は灰黒色を呈し，小片状に割れることが多い。全般に軽度の熱変成をうけて硬質

となっている。

II. 4   岩　   脈　   類

　東松浦半島には，第三系を貫ぬく大小多くの岩脈および岩床が分布する。本図幅地

域内では，呼子町周辺の海岸線に岩脈が多く見られる。これらの岩脈は幅 2m 内外の

ものが多く，その延長の方向は N20°W ～N60°W を示し，まれに N‒S 方向のも

のがあり，第三紀層の走向にほゞ直交している。ほとんどすべての岩脈は風化してい

て，新鮮なものは少ない。周囲の砂岩・泥岩に対しては，熱変成をほとんどあたえて

いない。しかし加部島の西海岸藻島附近に貫入している岩脈は，他のものに較べて規

模が大きく，幅も 150 m あまりにわたり，周辺の第三紀層はこの影響をうけて，局部

的に走向・傾斜が乱されている。この岩脈には晶洞鉱物が多く，方解石・緑簾石が生

じている。

　岩脈の岩質は大部分が玢岩であるが，一部には粗粒玄武岩がある。玢岩は完晶質

粗粒で，橄欖石・斜長石・角閃石等の斑晶を含み，また紫蘇輝石および石英を少量含

む。斜長石は曹長石程度であり，角閃石は褐色角閃石で，緑泥石化作用を著しくうけ
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ており，普通輝石は斜長石の間𨻶を充塡している。

　玢岩質岩脈のあるものは，呼子町の北東友崎の海岸でみられるように，明らかに第

三系を貫ぬき洪積層に覆われている（第 3 図）。

II.  5    洪　    積　    層

　本層は呼子町附近・尾ノ下鼻・友崎・神集島荒崎等の半島部の北東海岸，加部島お

よび名護屋村串浦附近に僅かに露出しているが註 5），明らかに本層の認められないと

ころもあるので，広く連続して分布しているのではなく，局部的に各地に堆積したも

のと思われる。第三紀層とは明瞭な傾斜不整合で接し，玄武岩熔岩に覆われている

（第 3 図）。本層は灰白色の粗粒砂（アルコーズでときに細礫質）・青灰色粘土・青灰色

砂質粘土・紫褐色粘土等からなり，呼子町附近では砂質粘土中に木質破片を含んでい

第  3  図　友　崎　海　岸　の　露　頭

る。一般にこれらの地層の傾斜は 5°以内で，玄武岩熔岩の基底面とごく僅かに斜交し

ている。傾斜の方向は一定しない。地層の厚さは 5 ～10 m にすぎない。これらの地層

に対比されるものは，唐津図幅・平戸図幅地内にも認められる。本層は上下の岩層と

の関係および岩質から洪積層と考えられる。第 3 図に示したように，第三紀層をきる

断層のあるものおよび第三紀層を貫ぬく玢岩質岩脈は，明らかに本層によって覆われ

ている。

　
註 5）   地質図上では，これらのうちとくに顕著に発達するもの以外は，表現が困難なために省略した。
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II.  6   玄　武　岩　類

　本図幅地域内に分布する玄武岩類は，東松浦半島を広範囲に覆って唐津図幅地内か

ら連続するものである。小川島等の珪質玄武岩を除くほかは，大部分が粗面岩質玄武

岩に属し，なお北方の馬渡島・松島・加唐島等においては，リーベカイト粗面岩・粗

面岩質安山岩・エヂリン輝石粗面岩・粗面岩等アルカリ岩質のものを産する。本地域

の玄武岩類は，北九州に広く分布する同様な火山岩類とともに，いわゆる「環日本海

アルカリ岩石区」の一部を占めるものである。玄武岩類は花崗岩類および第三紀層

を直接に覆い，また局部的には洪漬層と思われる地層を覆っていて，北西方向へゆ

るい傾斜をもって流出している。これらの玄武岩熔岩は，それぞれの境界に局部的

に火山噴出物の薄層を挾んでいて，何回かの噴出がくり返して行われたと考えられ

る。

　本図幅地域内に分布する玄武岩類の噴出関係を示すと，第 1 表の通りである。

　玄武岩類には，以下に記載するような岩種がある。

　II.  6.  1    橄欖石粗粒玄武岩

　本岩は唐津・呼子両図幅地域において特に顕著に分布していて，本図幅地内では名

護屋村を中心として打上村・値賀村の一部にかけて広く分布し，直接第三紀層を覆っ

ている。

　本岩は著しく風化作用をうけており，普通に見られるものは灰白色を呈し，軟質で

あるために “　真
まい

石
し

 ” と呼ばれて石材に使用されている。このような点で本岩は外観

上他の玄武岩と容易に区別される。また橄

欖石の斑晶が非常に多く認められる。申浦

・潟附近のものは多孔質な部分が多く，晶

洞には晶洞鉱物として，斜方沸石および方

解石が美しい結晶をなして簇生している。

　斑晶　橄欖石，時として斜長石

　橄欖石は大きなもので径 2 mm くらい，

平均 1mm の結晶で，多量に含まれてい
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第 4 図　斑  晶  橄  欖  石  の  形
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第    1    表

る。自形を呈していることもあるが，多くは融蝕をうけて，第 4 図のように丸味ある

凹凸を示す。

　石基　オフィティック構造を示し，斜長石・橄欖石・普通輝石・磁鉄鉱・燐灰石・

鱗珪石からなる。斜長石は長さ 0.2 ～0.5 mm の長柱状で，普通輝石を貫通している。

橄欖石は微粒をなして多量に存在する。

    II.  6.  2   無斑晶質玄武岩

　本岩は橄欖石粗粒玄武岩の上に流出したもので，本図幅地域では最も広く分布する

玄武岩である。その分布は打上村・呼子町附近で最も広く，高さ 80 ～ 50m の平坦な

台地を形成している。湊町から呼子に至る海岸線およびその他の地域では，直接に第



三紀層の上にのっている。全般に海岸線ではほとんど常に柱状節理を呈し，20 ～30 m

の懸崖をなしている。一般に暗緑色ないし暗灰色を呈する緻密な岩石で，肉眼的には

斑晶が甚だ少なく，橄欖石の微斑晶が少量点在する程度で，斜長石の斑晶は特に少な

い。しかし熔岩の上部には，しばしば橄欖石の斑晶に富む部分がある。この斑晶に富

む部分は神集島南部・七ツ釜・屋形石・値賀村・今村および相賀附近で見られる。な

かでも今村および相賀附近のものは，普通輝石の斑晶をも含んでいる。また相賀崎海

岸附近で見られるものは，基盤の花崗閃緑岩を多く捕獲している。

　斑晶　橄欖石・斜長石

　橄欖石は，下部のものには径 0.5 mm 程度のものがまれに認められるが，上部のもの

には 0.5 ～1 mm くらいのものが多量に含まれており，なかには自形を呈するものがあ

る。斜長石は上下部ともにまれに含まれ，長さ 0.5mm ほどの針状または短柱状をなし

ている。このほかごくまれに石英の径 2 mm 位の捕獲斑晶が認められることがある。

　石基　斜長石・橄欖石・普通輝石・磁鉄鉱等からなり，完晶質で，間𨻶充塡組織を

呈する。斜長石は針状または柱状であり，橄欖石は微粒である。輝石はときにチタン

質輝石のことがある。アルカリ長石が多量に含有されていることもある。まれに孔洞

に黒雲母の小片が見られる。

　II.  6.  3    普通輝石橄欖石玄武岩

　本岩は主として打上村打上・中里および湊町屋形石附近を中心として，ほゞ北東に

延びた分布を示している。このほかに名護屋村城跡・波戸・神集島北端および小川島

の一部に分布しているが，全般的にゆるく北北西方向へ傾斜して流出しており，常に

無斑晶質玄武岩の上位に位している。本岩は一般に風化しておらず，暗緑色，緻密な岩

石であるが，まれには灰白色を呈することもある。多くは板状節理を呈し，一見無斑

晶質玄武岩に非常によく似ているが，肉眼的には斑晶として橄欖石に富み，また輝石も

観察される。石英は肉眼的には識別され難いが，鏡下においては捕獲斑晶として認め

られる。本熔岩の下部は注意して観察すると往々多孔質で，下位の無斑晶質玄武岩と

境している。この状態は唐津から呼子町に通ずる車道側および名護屋村麦原附近にお

いて観察される。名護屋城跡附近に分布する本岩には，ときに花崗岩類の捕獲岩が含

まれていることがあり，また晶洞鉱物にも富み，方解石が多く，まれに沸岩も生じてい
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ることがある。なお本岩をハンマーでたゝくと孔洞から水分が飛散することが多い。

　班晶　斜長石・橄欖石・普通輝石，まれに微斑晶として斜長石・橄欖石を，また捕

獲斑晶として小粒の石英を含む。

　斜長石は一般に長さ 0.7 ～1.5 mm くらいで，針状または柱状を呈する。橄欖石は

径 1 ～2 mm くらいのものが多く，まれに粒状の輝石でかこまれていることがあり，

融蝕されているものもある。普通輝石は径 0.7 mm くらいである。石英は多く，小粒

でほとんど円形を呈し，その周囲を微粒の輝石がとりかこんでいる。

　石基　細粒完晶質で，針状の斜長石，小粒状を呈する普通輝石および橄欖石・紫蘇

輝石・磁鉄鉱等のほかに，全般的にアルカリ長石に著しく富んでいる。なかにはアル

カリ長石があまり生成されていないものもあるが，これには少量のガラスが含まれて

いることが普通である。

　II.  6.  4    曹灰長石玄武岩

　本岩は菖蒲峠を中心として分布し，無斑晶質玄武岩および普通輝石橄欖石玄武岩を

覆っている。その北東部では基盤の花崗閃緑岩を直接に被覆しているが，菖蒲峠の東

方 1 km の谷では，本岩と基盤岩との間に局部的に第三紀層が露出している。本岩は

全体的に風化作用をうけており，肉眼的には普通青灰色を呈し，大きな斜長石の斑晶

が多量に認められるのが特徴である。東端部の本熔岩の下部は新鮮で，黒灰色を呈

し，細粒である。

　斑晶　曹灰長石・橄欖石

　曹灰長石は長さ 1 ～0.5cm の大きさである。橄欖石の斑晶は僅少で，その大きさは

普通径 1 ～2mm くらいである。本岩の化学成分は第 2 表の通りである。

第  2  表

　

                                                                                                                
（分析者　地質調査所　技宮大森えい）
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　石基　普通輝石・斜長石・アルカリ長石・橄欖石・黒雲母・燐灰石・磁鉄鉱

　オフィティック組織を示す。普通輝石は多くはチタン質であり，斜長石は長さ 0.2 ～

0.4 mm くらいであり，アルカリ長石が非常に多い。橄欖石は微粒で，黒雲母はまれ

に小片状をなして点在する。

　II.  6.  5    橄欖石玄武岩

　本岩は主として名護屋村南部の小区域に分布し，最下部の橄欖石粗粒玄武岩を直接

被覆している。全体的に風化作用をうけ，灰色ないし灰紫色を呈し，部分的に粘土状

となっているところが多い。新鮮な部分は暗緑色，緻密である。本岩は肉眼的には下位

の橄欖石粗粒玄武岩に非常によく似ているが，石基はこれより緻密で，橄欖石の斑晶

はやゝ小さい。しかし本岩をその他の玄武岩熔岩に比較すると，橄欖石の斑晶に著し

く富んでいる。

　本岩は名護屋村中学校から値賀川内に通ずる山道において，くわしく観察すること

ができる。

　斑晶　橄  欖  石

　径 1 ～0.5 mm 程度で多量に含まれる。

　石基　斜長石・普通輝石・橄欖石・磁鉄鉱等からなり，完晶質で間𨻶充塡組織を示

し，アルカリ長石が少量含まれている。

　II.  6.  6    針状斜長石含有玄武岩

　本熔岩は前述の橄欖石玄武岩の上位に流出し，主として名護屋村から値賀村にかけ

て分布している。一般にほとんど風化をうけておらず，既述の無斑晶質玄武岩に酷似

しているが，本岩は暗緑色，粗粒で，肉眼的には斜長石および少量の橄欖石の斑晶が

認められ，とくに針状の斜長石斑晶が，流理を示して著しく発達しているのを特徴と

する。値賀川内部落東方では，本岩とその下位の橄欖石玄武岩との聞に，赤褐色の凝

灰岩および岩滓からなる火山噴出物が介在しているのが観察される。この層は 2 m

内外の厚さを有し，ほとんど水平に堆積し，軟弱である。

　斑晶　斜長石・橄欖石



　

　斜長石は長柱状または板状を呈し，長さ 1 ～0.5 mm くらいである。橄欖石は径

0.5 mm くらいで，融蝕されて不規則な形を示している。

　石基　斜長石・普通輝石・橄欖石・磁鉄鉱等からなり，間𨻶充塡組織を示してい

る。アルカリ長石がこれらの鉱物の間𨻶に生成されている。このほか少量の黒雲母・

燐灰石が認められる。

　II.  6.  7    灰色橄欖石玄武岩

　本熔岩は菖蒲・尾頭・石室・加部島北部および馬渡島南部に分布しており，曹灰長

石玄武岩・針状斜長石含有玄武岩・無斑晶質玄武岩および粗面安山岩等をそれぞれ被

覆している。本図幅地域内の玄武岩熔岩のなかでは，最も新しいものと思われる。全

体的に風化作用をうけ，灰色を呈する緻密な岩石で，斑晶として橄欖石に富んでいる

ことが特徴的である。菖蒲・加部島および馬渡島のものには，柱状節理が発達して

いる。石室・加部島に分布するものでは，その下部に厚さ 1 ～2 m の火山噴出物層が

あり，下位の玄武岩熔岩とは明瞭に境されている。この層は石室では，岩滓および黄

褐色の火山灰からなり，加部島のものはほとんど赤褐色の火山灰のみからなる。この

火山噴出物層は両区域とも水平に堆積している。

　斑晶　橄欖石，微斑晶として普通輝石・斜長石，捕獲斑晶として普通輝石

　橄欖石は径 1.2 ～0.5 mm くらいで，自形または半自形を呈し，なかにはイディン

グサイト化あるいは蛇紋岩化されているものもある。普通輝石の捕獲斑晶は石室に分

布しているものに含まれており，種々の方位をもつ小粒の集合である。

　石基　粗粒または細粒で，塡間組織を示し，輝石・斜長石・チタン鉄鉱・黒雲母・

燐灰石および微量のガラスからなり，このほかアルカリ長石が，斜長石の周縁および

間𨻶に非常によく発達している。黒雲母は晶洞に多くの微晶をなして簇生している。

　II.  6.  8    小川島の玄武岩類

　小川島には南東部に普通輝石橄欖石玄武岩が，他の部分には針状橄欖石含有玄武岩

が分布している。この両岩の直接の関係はわからないが，両岩ともにその下位に厚さ

10m 余の同一の集塊岩などの火山砕屑物が分布している。これらの関係を示すと第

5 図の通りである。下位を占める火山砕屑物は，玄武岩の多孔質な角礫を赤褐色火山
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灰が充塡しているものである。針状

斜長石含有玄武岩は北西方向へ，普

通輝石橄欖石玄武岩は南東方向へ，

ゆるく傾斜している。女瀬ノ鼻には

多孔質の部分が多く，晶洞には沸石

が晶洞鉱物として見られる。

　輝石橄欖石玄武岩

　本岩は打上村・名護屋村等に分布

するものの一部と思われるもので，

暗緑色を呈し緻密である。本島のも

のは前記打上村・名護屋村等のもの

に較べて輝石に乏しく，石英の捕獲

斑晶を多く含んでいる。また針状斜

長石含有玄武岩とは肉眼的に非常によく似ているが，針状をなす斜長石は認められず，

橄欖石は割合に多い。海岸では本岩はほとんど常に六角柱状節理を呈している。

　斑晶 : 斜長石・橄欖石，捕獲斑晶として石英

　斜長石は長さ 1.5 ～0.7 mm くらいで短柱状または卓状を呈し，橄欖石は径 0.5 mm

程度で，柱状をなしているものもあるが，多くは融蝕されている。

　捕獲斑晶の石英は径 0.2 ～ 0.4 mm 程度で，小粒をなして多く認められ，その周縁

を粒状の輝石がとりかこんで生成している。

　石基 : 間粒組織を呈し，完晶質細粒である。磁鉄鉱が小粒をなして点在し，またア

ルカリ長石に富んでいる。小さな晶洞に紫蘇輝石がまれに認められる。

　本岩の化学成分は次の通りである。

第  3  表

                                                                                                     （分析者　地質調査所　技宮大森えい）
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第 5 図　小  川  島  地  質  断  面  図



　

　針状斜長石含有玄武岩

　本岩は名護屋村および値賀村に分布するものと同一の熔岩と思われるもので，暗緑

色を呈する緻密な岩石である。肉眼的には長さ 1 mm 程度の針状の斜長石のほかに

は，斑晶は認められない。風化をうけると斜長石が白色となって，灰色の石基に針状

を呈して多量に含まれているのが明瞭になる。熔岩の下部には女瀬ノ鼻附近に見られ

るように，多孔質な部分が多い。またマン崎附近の本岩は，これをハンマーでたゝく

と多量の水分が晶洞から飛散する特徴がある。

　斑晶 : 長石，微斑晶として橄欖石

　斜長石は長さ 1.5 ～1 mm 程度で長柱状を呈し，橄欖石はまれに含まれる。

　石基 : 間粒組織を示し，完晶質細粒で，針状の斜長石・橄欖石・粒状の普通輝石か

らなる。アルカリ長石もよく発達している。またこのほか磁鉄鉱，少量の燐灰石が点

在する。有色鉱物はときとして緑泥石化作用をうけている。晶洞には黒雲母が多く生

じている。

　II.  6.  9    馬渡島の玄武岩類

　本島はその東方に点在する加唐島・松島等とともに，本図幅地域内における粗面岩

質岩石の分布地区をなしている。したがって図幅南部の呼子地区と異なり，玄武岩質

岩石は少なく，ほとんどすべての岩石は斑晶質の粗面岩質岩石である。これらの粗面

岩質岩石と呼子地区の玄武岩質岩石との直接の関係は，本島では観察することができ

ないが，松島・加唐島では本岩類と無斑晶質玄武岩との関係が見られる。それから推

察すると，本岩の噴出は玄武岩質岩石の少なくとも一部が噴出した後と思われる。馬

渡島を構成する岩石とその分布とを，下位のものから記せば次のようになる。

　1）   リーベカイト粗面岩……北部塩屋ノ浦海岸

　2）   粗面安山岩……全島を広く覆う。

　3）   灰色橄欖石玄武岩……島の南端部の小区域

　これらの各熔岩の相互の関係は第 6 図の通りである。

　リーベカイト粗面岩

　本岩は島の北方塩屋ノ浦の西方において，全島を広く覆う粗面安山岩の下位に露出

している。全体的に風化あるいは水蝕の影響で灰白色ないし青灰色を呈し，一見砂岩
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様を呈する粗鬆質の岩石である。斑晶としてアノーソクレスが点在し，この斑晶は

水蝕のため単結晶として外部に突出していることが多く，割合新鮮で，001，201，

010，100 等の結晶面を確認しうる。なかにはまれにカールスバッド双晶をしているも

のが見られる。本岩ならびに斑晶のアノーソクレスについては，青山信雄の研究 5）に

よって，それらの化学成分が知られている。

　斑晶 : アノーソクレス，微斑晶としてアルカリ長石

　アノーソクレスの斑晶は薄片中ではまれに認められる程度で，その大きさは長さ

8 ～5 mm くらいである。

　

第 6 図　馬  渡  島  地  質  断  面  図

　石基 : 粗面岩質組織を呈し，主としてアルカリ長石・斜長石・リーベカイトからな

り，きわめてまれに石英を含有する。本岩の化学成分は第 4 表の通りである。

第  4  表
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                                                                                                                （分析者　地質調査所　技官大森えい）

　粗面安山岩

　本岩は全島の大半を占めて分布し，海岸線によく露出している。東部の海岸では

50 m 内外，西部では 200 m 内外の懸崖をなしている。島の中央部のほゞ南北方向の

河内谷を境として，東側では赤褐色の火山灰あるいは集塊岩の薄層を挾有して，数枚

の同種の熔岩がほとんど水平に重なり，地形は円丘状を呈しているが，西側において

は番所ノ辻・大山等では急峻な地形を示している。

　上記の東側の熔岩は肉眼的に青灰色ないし暗灰色で，局部的に多孔質の部分もあ

り，長さ 5 ～7mm くらいの灰白色のアルカリ長石の斑晶を多量に含有し，斑状を呈す

る。西側のものも同じくアルカリ長石の斑晶に富み，斑状を呈するが，番所ノ辻およ

び大山附近のものは暗緑色を呈する新鮮なもので，斑晶は少し大きく，長さ 5 ～10mm

程度である。西部海岸の平瀬附近から尾崎の間では，本岩の風化が著しく進んでお

り，石基は青灰色を呈し，水蝕等の影響でアルカリ長石の斑晶が多量に疣状に突出し

ている。

　斑晶 : アルカリ長石・橄欖石

　アルカリ長石はアノーソクレスで，板状あるいは短柱状の自形を呈することが多

い。橄欖石は径 0.5 ～1 mm くらいで少量である。

　石基 : 斜長石・アノーソクレス・橄欖石・普通輝石・磁鉄鉱からなり，斑状組織を

呈し，完晶質である。本岩の化学成分は第 5 表の通りである。

第 5 表

　　　　　　　　　　                                                                             （分析者　地質調査所　技官大森えい）
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　灰色橄欖石玄武岩

　本熔岩の分布は小区域であるが，島の南端部で粗面安山岩を直接被覆しており，南

方へ緩く傾斜し，海岸では柱状節理を呈している。肉眼的には粗粒で灰白色ないし暗

緑色を呈し，斑晶としては橄欖石が認められる。

　本岩は菖蒲および石室等に分布しているものに比較すると，やゝ粗粒である。鏡下

では斑晶として橄欖石・斜長石が含まれている。石基は粗粒玄武岩組織を示し，橄

欖石・普通輝石・斜長石・磁鉄鉱およびアルカリ長石からなる。

　II.  6.  10    松島の玄武岩類

　本島を構成する岩石は大部分エヂリン輝石粗面岩で，これは肉眼的には馬渡島の粗

面岩質安山岩に似ている。島の東端の牡蛎瀬には，加唐島の南部に分布する岩石と同

種の無斑晶質玄武岩が局部的に露出していて，この無斑晶質玄武岩とエヂリン輝石粗

面岩との関係が観察される（第 7 図）。両者の接触部は露出が悪いために不明瞭ではあ

　

第 7 図　松  島  地  質  断  面  図

るが，火山噴出物（一見集塊岩様）の薄い層が挾まっているので，エヂリン輝石粗面岩

は無斑晶質玄武岩の噴出後に流出したものと思われる。なお本岩と加唐島に分布する

粗面岩とは，時期的な差はほとんどないものと思われる。

　無斑晶質玄武岩

　本岩は加唐島に分布するものと同種で，松島の東端部の牡蛎瀬・犬飼瀬に分布して

いる。
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　エヂリン輝石粗面岩

　本岩は全体的に著しく風化作用をうけており，肉眼的には淡青褐色を呈し，アルカ

リ長石の斑晶に富み，その結晶は大きくて長さ平均 0.5 cm，なかには 1 cm に達する

ものもある。海岸附近のものは水蝕作用を著しくうけて，石基の部分は脆弱となり，

斑晶のアルカリ長石が岩石の表面に疣状に突出している。これらの結晶は光沢には乏

しいが，結晶形が明瞭で，肉眼的にもカールスバッド式やマネバッハ式双晶などが認

められる。

　本岩の斑晶のアルカリ長石については，神津俶祐の研究 2）があり，化学成分などか

ら，この斑晶はアノーソクレスであることが知られている。

　また大築洋之助 4）および神津俶祐 2）により，本岩の化学成分が報告されている。

　斑晶 : アルカリ長石，微斑晶として輝石

　アルカリ長石はほとんどすべてアノーソクレスである。輝石はエヂリン輝石で，ま

れに長さ 1mm くらいのものがあり，短冊状をなしている。橄欖石は認められない。

　石基 : 粗面岩組織を示し，斜長石・輝石を主成分とし，燐灰石・緑泥石・磁鉄鉱，

まれに石英を含んでいる。

　II.  6.  11   加唐島の玄武岩類

　本島はその大部分が粗面岩からなり，島の南端の港附近には，粗面岩の下位に無斑

晶質玄武岩が分布している。この両岩の関係は第 8 図 (ィ)の (1) および (2) の地点にお

いてくわしく観察される。両岩の間には厚さ数 m の火山砕屑物の堆積層が挾まって

いる。第 8 図 (ィ)の (1) の地点にみられる堆積層は第 8 図 (ロ)のように，粗面岩 (a) の

下に上部から角礫状の風化をうけた玄武岩礫 (b)・岩滓層 (c) があり，その下位には

アルコーズ砂と泥質物 (d) が混在し，つぎに青灰色の粘土質薄層 (e) があり，無斑晶質

玄武岩 (f ) を覆っている。このような堆積物は第 8 図 (ィ)の (2) の地点でも見られる

が，こゝではほとんどが火山礫と砂層で，そのなかに珪岩や花崗岩質岩石の径 2 ～7cm

くらいの円礫が含まれている。以上のような関係から，加唐島の粗面岩は無斑晶質玄

武岩の噴出後に流出したものと考えられる。

　無斑晶質玄武岩

　本岩は島の南端に分布し，肉眼的には暗緑色ないし暗褐色を呈し，無斑晶質で，板
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第　     8　     図

状または片状の節理を示している。ときとして晶洞に黒雲母の結晶が生成されてい

る。

　斑晶 : 橄欖石・斜長石

　斑晶は少量であって，斜長石は長さ 0.5mm くらいの長柱状で，橄欖石は斑晶また

は微斑晶として含まれている。

　石基 : 間粒組織を呈し，橄欖石・普通輝石・斜長石および燐灰石からなる。

　本岩の化学成分は第 6 表の通りである。

第 6 表
　

                                                                                                                

                                                                                                                
（分析者　地質調査所　技官大森えい）
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　粗　面　岩

　本岩は図幅地域内では加唐島にのみ分布し，黒青緑色ないし暗緑色を呈する緻密な

岩石で，全体的に風化されて，表面は桃褐色ないし灰白色を呈している。板状節理が

著しく，一部では片状の節理を示す。肉眼では長さ 2mm 程度の斜長石が，斑晶とし

てまれに見られる。松島に分布するエヂリン輝石粗面岩と本岩とは，鏡下では非常に

よく似ているが，本岩は斑晶が少なく，石基鉱物あるいは微斑晶として橄欖石が含ま

れている。

　斑晶 : まれに斜長石，微斑晶として橄欖石および鉄橄欖石が少量含まれる。

　石基 : 優白質で微晶の斜長石がおもで，その間𨻶には，不規則な形の微粒をなして

輝石が含まれ，橄欖石・燐灰石の小結晶が点在する。

　アルカリ長石は微晶をなしてよく発達する。

　本岩の化学成分は第 7 表の通りである。

第 7 表

　                                                                                   （分析者　地質調査所　技官大森えい）

　

II.  7    冲      積      層

　値賀川内・野元北部・潟川流域等，狭長な湾の奥部には，粘土・砂等の堆積物があ

る。北東海岸地域の冲積層は，礫・砂・粘土等からなる。湊部落の北西海岸および相

賀北方海岸には砂丘が，神集島には砂洲がある。



III.   應　用　地　質

III. 1   石　 炭

　炭層は神集島・湊町湊部落附近・打上村中平および野元附近に認められるが，いず

　                                                       れも薄く，ほとんど稼行の対象にはならない。神集

                                                           島では厚さ 30 cm の凝灰質粗鬆な砂岩を挾んで，

                                                           上下に厚さ 10 cm 内外の炭層が 2 枚ある（第 9

                                                           図）。また中平では，花崗岩との不整合面よリ 10m

                                                           ほど上位に，1 m をへだてて厚さ 10 cm の炭層が

                                                           2 枚あり，上層の下盤に白色の凝灰質泥岩を伴な

                                                           う特徴がある。値賀村値賀川内附近に 2，3 の旧坑

                                                           があるが，いずれも炭質頁岩に近く稼行の対象と

                                                           はならない。

III.  2   石　　　材

　東松浦郡打上村潟および申浦附近で，「真
まいし

石」と呼ばれて小規模に採石される岩石

は，橄欖石粗粒玄武岩の風化して灰色を呈するもので，主として建築用土台石として

使用される。また湊部落北西方で採石される岩石は無斑晶質玄武岩で，唐津港の護岸

用に供されている。湊町日坂鼻附近に僅かに露出する淡緑色砂岩は，唐津図幅内の行

合野附近に産するいわゆる「行合野石」に似て，破砕し難いけれども，加工し易い点

から石垣石として採石される。

III.  3    陶　　　土

　加部島の東端，田島神社横および同参道附近に，灰白色の泥質粘土および粗粒砂質

粘土が露出し，これは玄武岩下に僅かに露出する洪積層の一部である。この粘土は加

部島粘土と呼ばれ唐津焼の 1 成分として用いられるほか，日用陶磁器類の 1 成分とし

て利用されるが，露出が限られているため多産は望めない。
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第 9 図　 神集島の炭層露頭



III.  4   代  用  セ  メ  ン  ト

　明治の末期にセメント代用火山灰として，図幅地域内に分布する玄武岩熔岩の風化

物を採掘した。稼行の対象となったものは，曹灰長石玄武岩・無斑晶質玄武岩および

馬渡島に分布する粗面安山岩の一部が著しく風化されて灰色・赤色および紫色等にな

り，一見粗鬆質の砂質粘土の観を呈するにいたったものである。これは「ワケ」等と

呼ばれ，菖蒲・屋形石附近を始め，大小多くの採掘場が各所に作られて盛んに採掘さ

れ，主として水道・下水および築港等の工事に使用された。現在は採掘されていな

い。

附 .  鉱　　　物

　本図幅地域内に広く分布する玄武岩類は，しばしば晶洞に富む部分があり，数種の

晶洞鉱物の結晶が晶出している。これらの晶洞鉱物および一部の斑晶について概略の

記載を行う。

　方　解　石

　加部島に分布する無斑晶質玄武岩中の扁平な晶洞中に，方解石が晶出している。

e（1012）面のみからなる葉片状結晶で無色，透明であるが，これを白色，不透明の

CaCO3 沈澱物が薄く被覆しているのが普通である。

　名護屋村では，城跡附近の普通輝石橄欖石玄武岩中の不規則な晶洞中に，指数の大

きな偏三角面体からなる針状結晶として，方解石が放射状に簇生している。一部には

薄紫色に着色し，完全な球状の集合体をつくるものもある。球の径は 3 cm 程度であ

る。

　菱　沸　石

　呼子町申浦では，橄欖石粗粒玄武岩熔岩の下部の多孔質となった部分に，無数の球

状晶洞があって，なかに菱沸石が晶出している。平均径 3 mm の菱面体式結晶であ

り，c 軸を双晶軸とする貫入双晶が多い。

　アノーソクレス

　松島にはエヂリン輝石粗面岩の主成分鉱物として本鉱物を産し，風化ないし水蝕の

   26



結果，容易に単結晶として摘出することができる。結晶は最大長さ 1cm に達する短

柱状をなし，b（010），c（001），y（201）面を主とする。神津俶祐の研究によれば，カ

ルルスバット・マネバッハ・アルバイトおよびペリクリーンの各双晶が認められる。

なお分析結果によると Or123 Ab156 An52 に相当する。

　馬渡島には粗面安山岩の斑晶をなして産し，風化ないし水蝕等の結果，単結晶とし

て容易に摘出しうる。b（010）面を主とする短柱状結晶が多く，他に c（001），m

（110），M（110）等の面を伴なう。本鉱物の単結晶は主として馬渡島西海岸で採集で

きる。

　馬渡島の北海岸では，塩屋ノ浦附近に露出するリーベカイト粗面岩の斑晶をなすア

ノーソクレスは，水蝕の結果風化面から突出し，単結晶として摘出することができ

る。結晶状態は良好で c（001），y（201），b（010），m（110）等の面を認める。本鉱

物については，青山信雄により光学性および化学分析の結果が発表されている。
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(Abstract) 

GEOLOGY 

      T h e  a r e a  m a p p e d  i s  l o c a t e d  a t  t h e  f o r e m o s t  p a r t  o f  t h e  
Higashi-Matsura  peninsula  in  the  nor thwestern  Kyūshū.   The 
rocks distributed in this area consist  of granodiorites,  Tertiary 
sediments, basalts, and Quaternary sediments. 
      Granodiorites 
      The granodior i tes  belong to  the “g ran i t e  o f  I t o sh ima  type” 
which is an older member of the granitic rocks occurring in the 
n o r t h e r n  K y ū s h ū .   T h e  r o c k s  i n  t h i s  a r e a  a r e  m a i n l y  f i n e -
grained hornblende-biotite granodiorite, and subordinately schis-
tose biotite-hornblende granodiorite,  these being rich in aplite 
and epidote veinlets.  Hypabysal facies, such as granite porphyry, 
a r e  l o c a l l y  p r e s e n t .   T h e  g r a n o d i o r i t e s  h a v e  b e e n  s t r o n g l y 
weathered to sand,  so the mutual  relat ion of the rock types is 
obscure.



   
      Tertiary 
      Tertiary rocks rest  unconformably  on  the  granodiorites,  and 
are covered by the basalt lavas.  They are lithologically divided 
in to  four  format ions ,   tha t  i s ,  the  l ight  green  sands tone ,  the 
lower,  middle ,  and upper  a l ternat ions  of  sandstone and mud-
stone, from the base upwards.  The upper three formations are 

Table   1
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successively conformable, but the relation between them and the 
lowermos t  fo rmat ion  i s  no t  c l ea r  accord ing  to  i l l - exposure . 
        The upper  three formations probably be long  to  the Sasebo 
group which is  widespread in the area of  Karatsu and Hirado 
sheet maps. 
        Light  green  sandstone  c r o p s  o u t  t o  s m a l l  e x t e n t  a t  H i s a -
kabana and Ogashira.  It consists of conglomerate, pebbly sand-
stone, and medium- and coarse-grained massive sandstone. 
        These rocks are l ight green in color,  and contain molluscan 
fossils such as Chlamys ashiyaensis and Chlamys denselinealus. 
I t  i s  cons ide red  tha t  th i s  fo rmat ion  i s  the  lowermos t  o f  the 
Tertiary rocks in this area from the above-noted fossils and the 
stratigraphical position. 
        Lower  alternation  i s  composed  o f  wh i t i sh  grey  sands tone  
and dark grey mudstone,  the former being dominant  in  thick-
ness ,  and  the  la t te r  be ing  in te rca la ted  wi th  th in  coa l  seams.
This formation overlies the granodiorites unconformably.  The 
thickness of the formation is more than 300m. 
        Middle  alternation  cons is t s  o f  s a n d s t o n e  and  muds tone  in  
alternation.  On the whole, individual layers of the alternation 
in the lower part are thinner than those of the upper part.  Sand-
s tone in  th is  a l ternat ion is  yel lowish grey or  whi t ish  grey in 
color, and medium- or fine-grained ; generally medium-grained 
part is massive and fine-grained one is platy.  Mudstone is dark 
g rey  i n  co lo r,  and  i s  i n t e r ca l a t ed  w i th  t h in  s eams  o f  coa ly 
shale.   The formation is  about 700m thick at  Nagoya-ura,  and 
more than 1,000m thick at  the coast  of  the northwestern par t 
of Minato-mura, 
        Upper  alternation  is  600m  thick  so  far  as  it  crops  out. 
I t  cons is t s  of  sands tone  and  muds tone ,  and  i t s  lower  par t  i s 
characteristically intercalated with many layers of dacitic tuff-
breccia  and th in  beds  of  coaly  shale .   Uncont inuous  beds  of 
conglomerate occur at  the lowest part .   The upper part  of this
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formation is exposed rarely in the coast. 
       Undivided  strata 
       Fine-grained sandstone, which contains  coaly materials and 
f ragments  of  mol luscan  foss i l s ,  c rops  ou t  to  smal l  ex ten t  a t 
Maruno in Uchiage-mura.  Mudstone is exposed in the trachy-
andesi te  in  the  south of  Shioyano-ura  in  Madara-shima.   The 
relation of these rocks to the Tertiary rocks is  obscure.  
       Dyke rocks 
       Many small dykes, which are composed mainly of prophyrite 
and partly of dolerite,   cut the Tertiary sediments and some of 
them are covered by the diluvial  deposits.  
       Diluvium  
       Di luvial  deposi ts ,  which are  about  5~ 10 m thick,  crop out  
at a few places under the basalt  lavas, and rest unconformably 
on Tert iary sediments .   They consis t  of  whit ish grey,  coarse-
grained sand, bluish grey clay or sandy clay and purplish brown 
clay.  In Yobuko-machi, wood fragments are contained in sandy 
clay. 
       Basalts 
       The major part  of the area mapped is covered by lava flows 
of basaltic rocks, which form low flat land with a gentle slope 
to the northwest.   This area belongs to the so-called “ Circum 
Japan  Sea  Cenozoic  Alka l i  P rov ince .”  The  basa l t i c  rocks  in 
th is  area  are  most ly  t rachybasal t ,  and a lkal ine  rocks  such as 
t rachyandesi te  and trachyte are also present  on the is lands in 
the  nor th ,  tha t  i s ,   Kakara-sh ima,  Matsu-sh ima and  Madara-
shima.  But siliceous basalts (tholeiite) are present on the small 
i s l and ,  Ogawa-sh ima .  The  mutua l  r e l a t ion  o f  these  rocks  i s 
shown in Table 2.  
       Olivine  dolerite  is a grey-colored,  coarse-grained rock carry-
ing minute cavities in abundance.  This rock is rich in corroded 
phenocrysts of olivine.  The groundmass shows an ophitic texture 
and consists of plagioclase, titaniferous augite, olivine, magnetite,
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Table   2

abundant alkali-feldspar and others. 
       Non-porphyritie  basalt  i s   a   dark   g reen-colored ,  compact  
rock.  Phenocrysts of plagioclase and olivine are present sporadi-
cally.  Xenocrysts of quartz are present in some specimens.  The 
groundmass is commonly holocrystalline, and consists of same 
minerals as those of olivine dolerites. 
       Augite-olivine basalt  is a dark green-colored, compact rock 
with abundant phenocrysts of plagioclase, olivine and augite.  In 
some specimens, hypersthene and quartz are present as phenocryst 
or xenocryst.  The groundmass is same as that of non-porphyritic 
basalt. 
       Labradorite basalt  i s  g rey  o r  b l ack  in  co lo r.   I t  i s  r i ch  in  
large phenocrysts of labradorite (5-10 mm long).  Olivine is also 
present as phenocryst.  The groundmass shows an ophitic texture, 
consisting of plagioclase, olivine, augite, magnetite, biotite and 
alkali-feldspar.  Augite in some specimens is titaniferous. 
       Olivine  basalt  is rich in olivine phenocrysts.  Some specimens 
c o n t a i n  h y p e r s t h e n e  a s  m i c r o p h e n o c r y s t  o r  a s  g r o u n d m a s s
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mineral .   The groundmass shows an intergranular texture,  and
consists of plagioclase,  olivine,  augite and others.   Generally, 
this rock is slightly altered by chloritization. 
       Acicular plagioclase-bearing basalt  is  a dark green, compact 
rock with abundant phenocrysts of plagioclase which are about 
1 mm in length.  Microphenocrysts of plagioclase and olivine, 
wh ich  a re  commonly  su r rounded  by  g ranu les  o f  aug i t e ,  a r e 
abundant.   The groundmass shows an intersertal texture and is 
rich in alkali-feldspar.  Biotite is present in many druses. 
       Grey olivine basalt   i s   a   grey-colored rock  wi th  abundant  
phenocrysts of olivine.  In some specimens, quartz is found as 
xenocryst .   The groundmass  shows an in terser ta l  texture  and 
consists of plagioclase, olivine, augite, ilmenite, magnetite and 
apatite. Small amount of alkali-feldspar is also present.  Biotite 
is present as large idiomorphic crystals in druses. 
       Augite-olivine basalt (Quartz basalt) of Ogawa-shima    The 
rocks crop out on the south shore of the island.  It contains plagio-
clase and olivine as phenocryst,  and quartz as xenocryst.   The 
groundmass is holocrystalline and consists of plagioclase, augite 
and others.  In the druses, small crystals of hypersthene are found. 
       Riebeckite  trachyte  and  trachyandesite  of   Madara-shima 
Riebeckite trachyte crops out at  the north shore of the island. 
I t  i s  a  grey-colored ,  f ine-gra ined rock car ry ing  anor thoclase
phenocrysts.  The groundmass consists of anorthoclase and fine 
flakes of riebeckite.  Trachyandesite constitutes the main part of 
the island, and covers the riebeckite trachyte.   I t  is  a dosemic 
rock containing phenocrysts of anorthoclase with the length of 
5-10  mm.   The  groundmass  cons is t s  of  anor thoclase ,  augi te , 
olivine and others.  The trachyandesite is covered locally by grey 
olivine basalt .   Grey olivine basalt  has phenocrysts of plagio-
clase and groundmass of an ophit ic texture,  which consists  of 
plagioclase, olivine, augite, alkali-feldspar and others.
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       Aegirine-augite  trachyte  of  Matsu-shima  and  trachyte  of 
Kakara-shima   These  rocks  res t  on  the  non-porphyr i t ic  basa l t ,
thin bed of pyroclastics being intercalated between them.  The 
rocks of Matsu-shima are aegirine-augite trachyte.   I t  is  grey-
colored,  aphanit ic  rocks,  consis t ing of  granular  anorthoclase, 
anhedral aegirine-augite and magnetite,  The trachyte of Kahara-
sh ima i s  a  dark  green-co lored ,  compact  rock  car ry ing  a  few 
anorthoclase phenocrysts.  The groundmass consists of anortho-
clase, olivine, augite and magnetite. 
       Alluvium  
       A l luv ia l  depos i t s  composed  o f  c l ay,  s and  and  g rave l ,  a r e  
distributed in the northwestern coastal area and at Chiga-kawa-
chi ,  Nomoto ,  and  Kata-gawa.   Dune sand i s  found a long the 
northwestern coast  in Minato-machi and near Oga. 

ECONOMIC  GEOLOGY 

       Coal    Coal  seams are  contained in  the lower al ternat ion of  
sandstone and mudstone of  the  Ter t iary  in  Uchiage-mura and 
Minato-machi .   But  they are  thin and almost  unworkable .  
       Building  stone  Olivine dolerite,  non-porphyr i t ic  basalt  and 
Tertiary sandstone are quarried for building stone at the several 
places in Uchiage-mura and Minato-machi. 
       China  clay   Whit ish grey,  m u d d y  c l a y  and sandy clay out-
croped near Tajima shrine in Kabe-shima, were used for mate-
r ia ls  of  porcela in ,   “Karatsu-yaki” ,   and are  named  “  Kabe-
shima clay”.   They are  Quaternary deposi ts .  
       Substitute  Cements  Some s t rongly  weathered  par t  of  labra-
dor i te  basal t ,  non-porphyr i t ic  basal t  and t rachyandesi te  have 
been worked for substitute cements in Minato-machi, Uchiage-
mura and in Madara-shima.
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